
新潟大学

創生学部

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、こんにちは。創生学部、○○です。



入試関連情報
創生学部作成資料
新潟大学作成資料

創生学部公式HPについて
ほぼ全ての公開情報が集約されています

創生学部
公式HP



2025年度にDX共創コースが新設されました

創生
学部
(70)

DX共創コース(20)

創生学修コース(50)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部は、令和7年度より、新しくDX共創コースを新設します。
これまでの創生学部の学びを、創生学修コースとして設定し、新しくDX共創コースが加わります。




DXとは？
デジタル（IT）技術により
社会をトランスフォーメーション
（大きく変える、変革する）すること



DX共創コース
創生学修コース

どちらのコースも、自ら課題を発見し、
そのための学びを自ら創っていく点は同じ

専門的なアプローチが異なる



DX共創コース
データ・デジタルの知識・

技術を軸とした学修

創生学修コース
課題の理解や解決に関わる

諸分野の知識を軸とした学修

デジタル社会デザイン
DX関連技術の社会実装

社会課題解決デザイン
諸分野の価値創造



DX共創コースで育成したい人材像

DXやデータサイエンス、
AI、ICT関連技術を軸として
社会に貢献できる人材

文系でも理系でも、数学Ⅲを
未履修でも受験可能



創生学部はこれまでの学部と
何が違うのか？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部って、これまでの学部とどこが違っているのでしょうか？



他学部の学び方のイメージ

入
学

卒
業

教師になりたい
から…

教育学
エンジニアに

なりたいから…
工学

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
他学部の学びは、専門的な学問について入学から卒業まで一貫して学びます。
卒業のゴールは、その専門的な知識やスキルを応用した職業に就くことが多いと言えるでしょう。



入
学

卒
業

農林水産省で農業や行政に
関わりたいから…

創生学部の学び方のイメージ

１年次 ２～４年次

専門領域
農学

自由選択科目
法律学

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それに対して創生学部は、1年次に徹底して社会的な問題や課題を学び、自分自身が解決したい問題や課題を設定し、その解決のために多様な学問を選び組み合わせます。ですから、先輩達の卒業論文や就職先は、とてもバラエティに富んでいます。



将来は海外でITビジネスに挑戦

専門領域 自由選択科目

経済学 情報工学
 言語学

AIをインバウンドに活用したい

  専門領域 自由選択科目 

  工学 観光学
地域学

 

心地よい建物を
子どもや高齢者に提供

  専門領域 自由選択科目 

  心理学 建築学
                  行政学
 

組み合わせは無限大



創生学部
独自のカリキュラム

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は具体的な創生学部の代表的な講義を紹介します
なお、新コース設立にともない科目名も変わる可能性がありますのでご了承ください。



企業や自治体で４週間程度の学外学修を行い、
そのフィールドへ企画提案などを行う

課題発見・
分析力

挑戦する態度･姿勢

協働する力
DX共創コースは
DX
スタディーズを
おこないます

創生学修フィールドスタディーズ（1年次）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
フィールドスタディズは、民間企業や自治体等などの課題解決を目的として、学生が大学を飛び出し企業や行政など最前線の現場で、社員や職員の皆さんと一緒に学修するものです。
そのため豊富な実務経験を有する様々な社会人との関わりが多く、これからの大学での学びが、実社会でどのように生かされているのかなどを学修していきます。
DX共創コースでは、DXスタディーズをおこないます。



14

創生学修フィールドスタディーズ（1年次）

創生学部サイトの
「広報誌・刊行物」から

ダウンロード
可能です

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和6年度のフィールドスタディズの詳細につきましては、創生学部のサイトの一番下のところに冊子がアップロードされていますので、ご覧ください。



実施前に創生学
部と企業・行政
とで学修テーマ
を設定し、その
テーマについて
職員とともに、
解決を図る 15

フィールドスタディーズ（１年次）創生学修コース

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和6年度のフィールドスタディズの詳細につきましては、創生学部のサイトの一番下のところに冊子がアップロードされていますので、ご覧ください。



・DXの世界を学ぶ最初のステップ、「知る」部分を個人・グルー
プワークでの活動を通じて実施

・プログラミングや電子タグ、各種センサー、テキスト解析、
データ可視化、デジタルツインといった最新のDX関連ツール

・自らの経験と結び付け、日常の小さな課題を発見し、その解決
のためのDX的要素を含むアイディアを想起できる。

・そのアイディアの実現に向けて必要な技術的構成要素の一部を
形にできる。 スケジュール概要

1-3週 DXの必要性とDXのいろは
4週 DXが持つさまざまな可能性（各論）
5-7週 DX探究ラボ
8週 DXスタディーズ発表会

DX共創DXスタディーズ（1年次）



活動例：MESHによる簡単DX課題解決
・専門的知識なしでIoTやセンサーなどを活用した仕組みを作る
・MESHをプロジェクトに追加し、人感による人の検出、リモー
トコントロール、温度のモニタリング、通知やテキストメッ
セージなどさまざまな機能を連携した仕組みを作る。

DX共創DXスタディーズ（1年次）



ベーシック数学ゼミ（1年次）
DX共創 創生学修選択 選択

ベーシック数学ゼミ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
数Ⅲは受験科目にありません。そのため講義で必要な数Ⅲの知識については、必要な部分を中心に学修することも準備されています。



１年生と２年生が共同でゼミを実施
ゼミとは：少人数グループで一つのテーマを研究する授業
テーマ
 現代の「社会」問題
 科学技術と社会
 地域を捉える―医療と人づくりから
 教育―学びと未来
 生命・環境のデザイン

アソシエーションゼミ（1-2年次）
DX共創 創生学修必修 必修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
基礎ゼミは1年生と2年生が一つのグループを作り、学生が主体となって一つのテーマを研究します。今後の研究スキルを学ぶことを目的としており，文献資料の要約の仕方，論文の構成方法などを学びます。
またゼミ活動では、質疑応答・意見交換の機会をふんだんに提供しながら，議論などをおこなっていきます。



自分が興味のある専門領域を一つ選択

領域学修科目パッケージ (2年次より）

DX共創

創生学修

情報社会デザイン科学パッ
ケージ

選択した領域の学部生と一緒に
学修し、課題解決へ向けて高い
専門性を修得

21パッケージから選択
※令和８年度の状況です。変更される場合があります。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2年次より、4年間の学びのコアとして、創生学修コースは新潟大学の人文学部、法学部、経済科学部、工学部、農学部、理学部が提供する21のパッケージから1つを選択します。
またDX共創コースは、新設の情報社会デザイン科学パッケージを選択します。
学生の中には文系から理系へ、理系から文系へのパッケージを選択する人もいます。



領域学修科目パッケージ(2年次に選択～4年次まで)

創生学修コース（21パッケージから選択）※令和８年度の状況です。
変更される場合があります。



「情報社会デザイン
科学パッケージ」

43科目

領域学修科目パッケージ
(2年次に選択～4年次まで)

DX共創コース

※ 科目の内容は変更に
なる場合があります。



データ分析の理論や統計学の基礎を
実践的に学ぶ

• 統計学
• シミュレーション
• データ分析
• プログラミング

データサイエンス概説（1年次・必修）
DX共創 創生学修必修 必修

「解ける」から「使える」への意識転換

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
データサイエンスは、データ分析の理論と実践を統計学の基礎から学ぶ講義で、文系・理系分野における 質的・量的データの活用などを、具体的な事例を通して 実践的に学びます。



様々な統計・データ可視化ツールを用いて
データ分析を実践的に学ぶ

• HP作成
• 地理情報
• CAD (Computer-Aided Design)

• AI利活用など

データサイエンス実践（1-2年次）
DX共創 創生学修必修 選択必修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
データサイエンスは、データ分析の理論と実践を統計学の基礎から学ぶ講義で、文系・理系分野における 質的・量的データの活用などを、具体的な事例を通して 実践的に学びます。



特に海外での活躍を希望する学生向け
のネイティブ教員による英語の授業

英語によるプレゼンテーションスキル
や論文の書き方など

「使える英語」を学ぶことができる

P.A.C.E.（2年次） 創生学修 選択必修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
少人数での授業を通して「使える英語」の獲得を目指す講義が、ペースです。
特に海外での活躍を希望する学生向けのネイティブ教員による英語の授業で、英語によるプレゼンテーションスキルや論文の書き方などを学びます




プロジェクトゼミ（3年次）
ソリューションラボ（4年次）

DX共創 創生学修必修 必修

 学生自身が設定した課題に２年か
け取り組みます

 卒業研究に相当し、各ゼミ・ラボ
で内容は様々です

 所属コースに関係なく、創生学部
の全ゼミ・ラボを希望できます

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
プロジェクトゼミ、ソリューションラボは、他学部の卒業論文にあたる研究をおこないます。社会的な問題や課題について深く研究をおこないます。



創生学部の学修形態

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部には魅力的な授業がたくさんあります！
でも、ただ授業を聞くだけでは力は身につきません。




１．グループワーク
・新しい視点が見えてくる
・お互い考えが深まる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループワークでは、一人では気づかない新しい視点が見えてきます。そのためお互い考えが深まります




自分の浅い考え 深い考えに発展

他の人の考え
グループ
ワーク

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生一人一人の異なった考えが、論理的にまとまっていくことで、とても深い考えに発展します。



学修意識

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2つめは、意識の持ち方です



なりたい自分を
想像して行動し続ける

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
なりたい自分を想像して行動し続けることです




自由度の高い創生学部の学び
→自分が何をやりたいのか？

・4年間の中でやりたいことが
変わるのはOK

・まだやりたいことが
決まっていなくてもOK

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部での学びは自由度の高いカリキュラムです。自分が何をやりたいのか、徹底的に考えることが必要です。途中で変わっても、やりたいことがまだ決まっていなくてもOKです。



4年間の学修カリキュラムのイメージ
未来の自分

プロジェクト
ゼミ

ソリューショ
ンラボ

入学時の自分
3年次・4年次2年次

データサ
イエンス
P.A.C.E.

2年次

未来の自分を想像し、
何をすべきかを考える

領域
パッケージ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、自分自身の進む方向を構成するための講義も充実しています。



歩みを止めずに
考え続けること

なりたい自分を
模索し続ける

ことが大切

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ただ、自由度が高い分、自分自身が決定して行動することが求められます。



ご清聴ありがとうございました。

最新情報を創生学部サイトで
公開しておりますので、ご覧ください。
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